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く
パ
ー
ク
」
も
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
年
齢
層
が
楽
し
め
る
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

◆
営
業
時
間

施
設
で
異
な

る
が
物
産
館
は
午
前
９
時
～
午

後
６
時
（
不
定
休
）

◆
所
在
地
・
連
絡
先

添
田

町
野
田
１
１
１
３
の
１
、
☎
０

９
４
７
・
４
７
・
７
０
３
９

や
）
」
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

ヘ
ル
シ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
も

好
評
だ
。
敷
地
内
に
は
一
般
用

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
幼
児

の
専
用
プ
ー
ル
も
備
え
た
保
養

施
設
「
添
田
町
ク
ア
ハ
ウ
ス

ハ
ピ
ネ
ス
」
も
隣
接
。
子
ど
も

遊
具
が
充
実
し
た
遊
び
場
「
ふ

れ
あ
い
広
場

こ
ど
も
わ
く
わ

今
回
の
国
に
よ
る
計
画
認
定
は

追
い
風
。
藤
川
利
幸
所
長(

)

は｢

現
在
休
日
は
１
５
０
０
人

ほ
ど
、
年
間
約

万
人
の
利
用

が
あ
る
。
今
後
、
町
と
連
携
し

商
品
開
発
な
ど
を
模
索
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
旬

菜
坊
キ
ッ
チ
ン
農
家
（
み
の
り

あ
る
と
い
う
利
便
性
も
手
伝

い
物
産
館
は
連
日
地
元
産
の

安
価
で
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
求

め
る
客
で
ご
っ
た
が
え
す
。
午

前
中
で
ほ
ぼ
完
売
が
続
く
人
気

だ
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
炊
き
込

み
ご
飯
の
素
な
ど
商
品
開
発
に

も
積
極
的
で
、
話
題
づ
く
り
に

も
事
欠
か
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

地
元
の
野
菜
が
安
い

道
の
駅｢

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん｣

今
年
、
オ
ー
プ
ン

周
年
を

迎
え
た
道
の
駅｢

歓
遊
舎(

か
ん

ゆ
う
し
ゃ)

ひ
こ
さ
ん｣

も
、
町

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
ひ
と
役

買
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山

線
の
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駅
前
に

を
な
し

明
治
か
ら
大
正
時
代

ま
で
酒
造
業

し
ょ
う
ゆ
醸
造

業
を
営
ん
だ

屋
敷
内
に
は
酒

蔵
や
し
ょ
う
ゆ
蔵
が
残
り

母

屋
と
併
せ
国
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る

同
じ
く

町
指
定
文
化
財
の
中
村
家
住
宅

も

酒
造
業
を
経
て
明
治
か
ら

し
ょ
う
ゆ
醸
造
業
を
営
ん
だ


今
後
は
、
福
岡
・
飯
塚
市
の

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
や
福
岡
・

築
上
町
の
旧
蔵
内
邸
に
な
ら

い
、
イ
ベ
ン
ト
や
住
民
の
憩
い

の
場
な
ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
予
定
だ
と
い
う
。
町

づ
く
り
課
の
担
当
者
は
「
重
要

な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
物
件

な
の
で
、
き
ち
ん
と
保
存
活
用

し
て
い
き
た
い
。
伊
藤
伝
右
衛

門
邸
や
蔵
内
邸
の
よ
う
な
活
用

方
法
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
。
今
回
の
目
玉
の
１
つ

で
す
ね
」
と
胸
を
張
っ
た
。

県
で
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
建
造
物
は
８
件

あ
る
。
そ
の
う
ち
の
２
件
が
添

田
町
の
も
の
。
そ
れ
だ
け
に
町

に
よ
る
伝
統
家
屋
の
保
存
、
維

持
活
用
の
動
き
は
大
き
い
。
地

域
活
性
化
の
大
き
な
起
爆
剤
と

な
る
は
ず
だ
。

中
島
家
住
宅
は

北
九
州
市

か
ら
英
彦
山
方
面
に
い
た
る
旧

小
倉
街
道
の
宿
場
町
だ
っ
た
添

田
町
本
町
地
区
下
町
に
あ
る


江
戸
時
代
は
屋
号
を｢

和
多
屋｣

と
称
し
ハ
ゼ
ロ
ウ
の
製
造
で
財

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

伝
統
家
屋
も
貴
重
な
財
産
と

し
て
活
用
す
る


疫
病
退
散

や
町
内
安
全
祈
願
で
山
車
が
町

内
を
め
ぐ
る
神
幸
祭
な
ど
の
祭

礼
が
引
き
継
が
れ
、
国
指
定
重

要
文
化
財
で
江
戸
時
代
か
ら
続

く
商
家
の
中
島
家
住
宅
な
ど
寺

社
や
町
家
な
ど
の
歴
史
建
造
物

が
残
る
「
添
田
本
町
等
区
域
」

も
、
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
」
の
重
点
区
域
の
１
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
福
岡

る参道の両側を中心に最盛期
には500～600坊はあったもの
の、現在は十数坊を残すのみ
となっている。
財蔵坊は規模としては中位

に属し、必ずしも大坊ではな
いが、坊の全形をほぼ今日ま
で残している唯一のもので、
山伏の生活をしのぶことがで
きる。

唯一坊の全形残す
財蔵坊

英彦山は江戸時代の終わり
まで、西日本地区における修
験道のメッカとして栄えた。
修験者（山伏）たちの住む家
を「坊」と呼び、平安末期頃
より英彦山十谷に散在し、現
在の銅鳥居から奉幣殿にいた

土
蔵
造
り
で
総
２
階
建
、
土
間
み

せ
、
通
り
庭
が
店
舗
棟
の
半
分
以

上
を
占
め
る
。
正
面
の
大
戸
口
を

入
る
と
、
土
間
に
は
裏
口
ま
で
２

列
の
御
影
石
の
敷
石
が
並
べ
ら
れ

荷
車
の
軌
道
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。不

動
川
の
東
側
に
醸
造
棟
、
倉

庫
な
ど
が
あ
り
、
し
ょ
う
ゆ
や
し

ょ
う
ゆ
溜
り
、
絞
り
器
な
ど
の
醸

造
具
が
、
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
、

醸
造
の
盛
ん
で
あ
っ
た
添
田
本
町

地
区
の
風
情
を
よ
く
伝
え
て
い

る
。

大
正
初
期
に
再
建

中
村
家
住
宅

中
村
家
住
宅
は
重
要
文
化
財
中

島
家
住
宅
か
ら
南
側
の
添
田
本
町

地
区
上
町
に
あ
る
。

近
隣
に
は
細
川
忠
興
が
寄
進
し

た
総
け
や
き
造
り
の
山
門
が
建
つ

古
刹
（
こ
さ
つ
）
法
光
寺
や
旧
添

田
銀
行
な
ど
古
式
建
造
物
が
立
ち

並
ん
で
い
る
。

明
治
末
に
火
災
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
が
大
正
初
期
に
再
建
し
た


店
舗
棟
の
外
観
は
し
っ
く
い
塗
の

か
や
ぶ
き
の
大
屋
根

旧
数
山
家
住
宅

旧
数
山
（
す
や
ま
）
家
住
宅
の
あ
る

上
津
野
宮
元
地
区
は
、
英
彦
山
詣
で
の

最
後
の
地
区
。
こ
こ
を
過
ぎ
七
ツ
石
を

通
っ
て
英
彦
山
門
前
へ
と
往
来
し
た
。

旧
数
山
家
は
天
保

（
１
８
４
２
）
年

に
建
築
さ
れ
た
直
屋
の
大
形
建
物
で
国

指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。

入
り
口
か
ら
す
ぐ
に
広
い
土
間
で
、

土
間
の
西
側
に
北
か
ら
「
み
そ
べ
や｣



「
く
ら
」
、
「
ま
や
」
、
「
な
や
」
が

そ
れ
ぞ
れ
幅
１
間
、
奥
行
き
２
間
で
な

ら
び
、
「
ま
や
」
と
「
な
や
」
の
部
分

は
納
戸
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
中
２
階

と
な
っ
て
い
る
。

今
川
上
流
の
静
か
な
田
園
風
景
の
中

に
映
え
る
か
や
ぶ
き
の
大
屋
根
が
往
時

の
に
ぎ
わ
い
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

永(1637)年に佐賀藩主鍋島勝
茂が奉納寄進したまた鳥居正
面中央には金字の「英彦山」の
額が掲げられているが、この額
は享保（1734）年に霊元法皇
が下賜したものである。

英彦山信仰の象徴
英彦山神宮銅鳥居

国指定の重要文化財・英彦山
神宮銅(かねの)鳥居は、英彦山
神宮大門筋入り口にある。柱間
約６㍍地盤面より貫下まで約
４５㍍で柱は青銅製の円筒６
個を積み重ね中央部の総高は
約６８㍍である柱の中空部分
には石や砂をつめ足元は根包
みがしてあり貫も青銅製で３
片の組み合わせとなっている
英彦山信仰の象徴として、寛

は、その上流にある不動池や不
動滝に源流をなしている。
不動池周りには多数植えられ

たしだれ桜をはじめ、2000本の
桜、4000株のつつじが春夏を彩
り、秋には紅葉、蔦、ハゼなど
が錦色に輝き趣のある情景をか
もしだしている。
この風光明媚（めいび）な情

景は岩石山の軽登山とともに、
多くの人々が訪れるハイキング
コースとして活用されている。
現在は添田公園として整備され
ている。

麓に位置する現在の添田本町地
区などに城下町が形成された。
添田本町地区を流れる不動川

ハイキングコース
添田公園

添田町の東にある標高454㍍
の岩石山の山頂にある岩石城
は、奇岩と険しい山裾で構成さ
れ「豊前一の堅城」であったと
いう。
天正（1587）年、豊臣秀吉

は九州平定の折り、蒲生氏郷、
前田利長の２万の軍勢を率いて
一夜にして陥落させ、九州国分
けをする発端となった。
この岩石城を中心として、その

国指定重要文化財に２件指定

◆添田町の主なイベント◆
月
４

５
６、７

８
９




内容
そえだ桜まつり
神幸祭
しゃくなげまつり、英彦山山開き
あじさい・ラベンダーまつり
そえだ花火大会
英彦山タイムトライアル大会(自転車レース)
ふる里まつり
岩石城（がんじゃくじょう）まつり
英彦山男魂祭(ひこさんおとこまつり)
上落合一区村おこしまつり

場所
添田公園
英彦山
英彦山
英彦山花公園
そえだサン・スポーツランド
英彦山
添田公園

〃
深倉峡
ＪＲ彦山駅前
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